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聴覚ディスプレイ (Auditory Display) とは、聴覚メディアを用いた情報の表示を意味する。聴覚デ、イスプレイの
研究は、視覚メディアに偏る現在の情報表示を拡張することを目的としているが。ここでは特に非言語音に注目して、
情報表示手法や要素技術が研究されている。具体的には、さまざまな種類のデータを音で表示するデータ可聴化の研


































かを検討し、「リズムJ を第 1 に「音色」を第 2 に利用することが有効であることを導いている。
また第二の主張である音デザイン支援環境として、音データベースとその検索システム、さらに検索した音を加工
編集するための編集システムを開発している。これらのシステムを開発するにあたって、人は音を、知覚レベル・認
知レベル・感性レベルの 3 つのレベルで、表現するということが確認し、擬音語、音源名、形容詞という 3 つのレベル
に対応するキーワードを利用して検索をおこなう検索システムと、口まね表現により音の編集をおこなう編集システ
ムを開発している。本システムを用いた音の検索は、直感性と柔軟性にすぐれ、検索できる音の種類の幅を広げるこ
とができることが確認された。
以上のように、本論文は聴覚ディスプレイの設計に有効な、音響認知的な知見を示すと同時に、聴覚デ、イスプレイ
設計の方法論および設計支援システム有効性を示すことによりヒューマンインタフェース開発に大きな貢献をした
ものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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